
 

 

 

 

 

日野市放課後子ども教室「ひのっち」 

 

南平小ひのっち☎０８０－３４３０－５６６４ 

１０月号 

コーディネーター 

野澤 一弘 

日野市子育て課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ運動会ですね！ 

 2学期大きなイベント運動会が近づいてきました。みんなで力を合わせて楽しい運動会になるよ

う、パートナーさん達も応援しています。ひのっちでケガをしないように楽しく過ごしてくださ

い。怪我をした時には最初に黄色いベストを着たパートナーさんに声掛けをしてください。 

かってに保健室にはいかないでください。 

 

保護者の皆様へ 

子どもたちはたくさんの汗をかきますので、汗拭きタオルやハンカチの携帯にご協力をお願い

いたします。異学年が一つの教室で過ごす「ひのっち」ですので、咳や鼻水など風邪の症状があ

る場合や朝から体調がすぐれないようなときには、参加をご遠慮いただけるよう、お願いいたし

ます。 

インフルエンザや感染症予防にもご協力をお願いいたします。 

 

●ひのっちパートナーの思い● 

子どもたちが学校を終えて元気に部屋に入ってくる姿は我が子の子育てと重なり、思わず

「おかえりー！今日もよく頑張ったね！」と声をかけて迎えています。子どもたちが安心し

てありのままの自分で過ごせるよう日々寄り添っています。現代では地域での異年齢交流が

少なくなっていますが、ひのっちで過ごす子どもたちは鬼ごっこやゲームなどで一緒に楽し

く交流しています。遊びを通じて上級生には自然と思いやりの心が育ち、下級生はその優し

さを受け取って上級生を慕うようになり安心感の絆が生まれています。そんな子どもたちの

素敵な姿をいつも微笑ましく見守っております。さまざまな場面で見られる子どもたちの社

会的・精神的な成長には深く心を動かされます。 

ひのっちの子どもたち一人ひとりが自分らしく健やかに成長できる 

「居場所」となるよう、これからも一緒に楽しく過ごしていきたいと思います。 

ひのっちパートナー  野口春美 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

    〇 〇  
4 5  6 7 8 9 10 

 〇 〇 ★ ★ 〇  
11 12 13 14 15 16 17 

 × 〇 × ★ ×  
18 19 20 21 22 23 24 

 〇 〇 〇 〇 ★  

25 26 27 28 29 30 31 

 〇 ★ 〇 〇 ★  

【南平小ひのっち １０月の予定表】 

〇＝ひのっちが開いている日 ★＝プログラムがある日 

×＝ひのっち お休みの日  14 日は就学時健診のためお休み 

【プログラムのお知らせ】 

★門間さん琴教室（琴の練習） 
 １０月７日（水曜）午後２：３０～ 
 ３.４年生は午後 2：30～ 
 5.6年生は午後 3：00～ 
 
★荒牧さんの粘土教室 
 １０月８日（木曜）午後２：３０～ 

 ハロウィンのお菓子を作ります 

★松永さんのけん玉教室 
 １０月１５日（木曜）午後２：３０～ 
けん玉が出来るように教えてくれます。 

★児童館のお楽しみ会 
 １０月２３日（金曜）午後３：３０～ 
 児童館の先生と思いっきり楽しんで 
 

★藤本さんの工作教室 
 １０月３０日（金曜）午後２：３０～ 
 ハロウィーン工作 

★中野さんの昔遊び 

 １０月２７日（火曜）午後２：３０～ 
校庭で竹馬乗り  雨の時コマ回し 

●なつひの 振り返り● 

今回のなつひのでのボランティア活動を通して、様々な子どもたちと楽しく接することができ

ました。その中で、自分が小学生だった頃と現在の小学生では、遊び方や考え方、友達との関

わり方などに違いがあることを実感しました。 

実際に子どもたちと関わることで、現在の小学生の様子を知ることができ、貴重な経験となり

ました。また、一人ひとりに応じた声かけや支援の難しさを感じる場面もありました。特に高

学年の子どもへの声かけでは、どのような言葉を選べばよいのか迷うこともあり、年齢や発達

段階に応じた関わり方を考えることの大切さを学びました。 

そして、自分が小学生の頃によく通っていた「ひのっち」に、今度はボランティアとして参加

できたこともとてもうれしかったです。子どもたちと一緒に遊んだり会話をしたりする中で、

子どもと関わる楽しさを改めて感じました。今回の活動で得た経験や学びを、これからの教育

実習や大学での学びに活かしていきたいです。特に子ども一人ひとりの個性や発達段階を理解

し、それぞれに合った声かけや支援ができるよう、今後さらに学びを深めていきたいです。 

               実践女子大学 井上 雛羽 


